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致命的病虫害はないが、葉を食害するオ

ビカレハ、イラガ類、樹皮下に侵入する

コスカシバ、吸汁するカイガラムシなど

が発生することがある。 

花後、50cm前後の長い枝を伸ばすので、

１／３ほど切り戻すと、翌年そこに花を

つける。混み合う枝は、花芽に日が当た

るように間引くと樹形もまとまる。根際

から出る徒長枝は基から切除する。 

日当りと排水の良い場所が適地。剪定す

ることで花付が良くなり、樹形も維持で

きる。寒肥として有機肥料を、お礼肥と

して化成肥料を施すとよい。 
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姿 花 葉 
紅
葉 

黄
葉 

実 香 

○ ○ ○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

ウメは花びらの先が丸く、花柄は短い。サクラ

は花びらの先が割れ、花柄が長い。 

Memo 

冬枯れの中、ほのかに薫る桃～紅色の花に春を

感じる。紅梅には①「大盃」一重咲の大輪②

「八重唐梅（やえとうばい）」八重咲の中輪③

「未開紅」淡桃色の八重咲中輪④「鹿児島紅」

濃紅色の八重咲、そして⑤「紅千鳥（べにちど

り）」一重咲の中輪など人気の品種が多い。 

生長：やや速い 特 記 

バラ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／中高木／木本植物／外来種・園芸品種 

ウメ（花梅：紅梅）    


